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Ⅳ 令和 6年度事業 

基本施策Ⅰ 生き抜く力を育成する取組 

 

１ 確かな学力の育成 

事業名：ふくおか学力アップ推進事業 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・令和６年度「ふくおか学力アップ推進事業」による「学力向上推進強化市町村」

の指定を受けた学力向上の取組 

事業実績 ・令和６年度「桂川町学力向上プラン」を作成し、各学校の基本プランとした。 

・筑豊教育事務所の主幹主事等を招聘して、学力向上検証改善委員会を年３回

開催し、教育委員会や各学校の取り組みを検証した。 

・必要に応じて、学力向上特別推進校の桂川小には、学力向上支援チーム（筑豊

教育事務所）の派遣を受け、授業力の改善に取り組んだ。 

・各学校に学力向上特別推進員会を設け、指導主幹が指導助言を行った。 

総合評価 全国学力・学習状況調査（小６・中３）では、小学校は学力の向上が見られた

が、中学校は前年度より落ちこんだ。福岡県学力調査（小５・中１・２）では、小５の

国語・算数ともに県標準化得点を超えることができた。中２は２教科とも前年度より

落ち込んだ。 

 

事業名：桂川町教育総合推進事業 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・幼児期から児童期、青年期への発達や学びの連続性を確保すための教育課

程の編成や、幼児教育と小・中学校教育の連携を通して、円滑な接続を図る

推進体制の在り方を充実、改善する取組 

事業実績 ・年に２回「カリキュラム検討委員会」を実施するとともに、教頭研修会や主幹教諭

（教務主任）研修会において、ふるさと「けいせん」プロジェクトに関わるカリキュラ

ムや「３つのつなぐ」の進捗状況を確認した。 

総合評価 県重点課題Ⅲの研究指定（Ｒ１～Ｒ３）後、幼・小・中の連携を引き続き充実、改

善していくために、ふるさと「けいせん」プロジェクトに関わる、生活科・総合的な学

習の時間のカリキュラムを検討することが出来た。新たな取組として中学校では王

塚装飾古墳をテーマとしたＰＢＬに取り組み､大変好評であった。 

また、「３つのつなぐ」（カリキュラム・活動・子どもの姿）を見直すことで、小学校

と中学校の接続が充実した。今後は、小学校と保育所・保育園との連携・推進が

課題である。 



 

事業名：全国学力・学習状況調査等の実施 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・全国学力・学習状況調査の実施 

・福岡県学力調査の実施 

事業実績 ・４月１６日 全国学力・学習状況調査を実施 

小６・・国語、算数  中３・・国語、数学、英語（※英語は経年比較対象校） 

・６月１８日 福岡県学力調査を実施 

  小５・・国語、算数  中１・中２・・国語・数学 

総合評価 教科における学力の実態だけでなく、児童生徒の学習の状況や生活実態も見

取っている。町全体としての分析と各学校での分析をもとに、各学校に学力向上特

別推進員会を設け、年５回、今後の方策を協議して取り組みに活かしている。 

 

事業名：教職員研修 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・小中連携と教師力の向上を目指した町内教職員の合同研修会の実施と教育論

文の募集・論文集の発行 

事業実績 ・年３回（４月・８月・１月）、町内教職員の合同研修会を実施。職階に応じた研修

会としては、校園長研修会・教頭研修会・主幹教諭（教務主任）研修会を実施 

 また、教頭及び生徒指導主事を対象としたいじめ防止・いじめ対応研修会を実

施した。 

総合評価 ４月の合同研修会では、町長の講話と教育長の講義を実施した。 

８月と１月は、「食に関する指導の充実」に向けた、講師による講話と各小

中学校の実践発表を実施した。  

教職員研修の柱を「授業改善」と位置付けて更に推進していきたい。 

 

事業名：土曜日の教育活動推進事業（土曜授業日） 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・学校週５日制の趣旨を踏まえつつ開かれた学校づくりを推進する観点から土曜

日に授業を実施。 

事業実績 ・年に小学校、中学校ともに４回の実施を計画したが、新型コロナやインフルエンザ

の感染等のため、３回しか実施できなかった学校もある。 

総合評価 公開授業や発表会、総合的な学習の時間等における校外学習や体験活動な

どにより、学力の向上とともに保護者や地域住民等に開かれた学校づくりを

推進することができた。 

今後は、コロナ禍の状況を踏まえながら、学校間の連携事業を検討するなど、活

動の充実が課題である。 



 

事業名：土曜日の教育活動推進事業（土曜学習教室） 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・土曜日等の学習教室の実施。 

事業実績 ・土曜学習教室は、福岡県立大学生や地元の大学生を学習講師として、小学校は

５・６年生、中学校は全学年を対象に、希望参加で月に１・２回、土曜日の午前中に、

年１４回を実施 

総合評価  令和 6 年度より小中学校ともにインターネットを活用したオンライン授業を英語に

特化した形で行った。小学生に対しては外国人講師による発音と聞き取りの学習と

日本人講師による文法の学習を行った。中学生に対しては英検合格コース（5 級か

ら 3 級まで）とし、小学生と同様の学習内容に加え、大学生講師によるテキスト学習

を行い、３つの教室をローテーションする方法で取り組んだ。 

  実績としては 3 級７名受験に対して、１次合格者５名、２次合格者２名、４級１０名

受験に対して、合格者７名、５級２名受験に対して、合格者２名であった。 

  また、生徒を対象に行ったアンケートも好評で、特に大学生講師の増員を希望す

る声が多く寄せられた。 

 

２ 健やかな体の育成 

事業名：体力向上の推進 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・幼稚園、小学校、中学校の状況に応じた体育活動の実施 

・子どもたちの実態把握と改善に向けた取組 

・運動部活動の地域移行実証事業の実施 

事業実績 ・体力向上「１校１取組」運動の実施。 

桂川小学校は、「なわとび習慣」でやればできる！ 

桂川東小学校は、「ちょこっと東っ子運動」 

桂川中学校は、「楽しく！笑顔で！元気よく！」 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査（小５・中２対象）」の実施 

・「福岡県体力・運動能力調査」（全学年）の実施と改善に向けた取組 

・「中学校運動部活動」による体力向上 

・「歩いて登校」の保護者への呼びかけ 

総合評価 小中学校で実施している「福岡県体力・運動能力調査」の結果を見てみると、

全体的に全国平均を上回るよい傾向であった。 

小学校では、「20ｍシャトルラン」「立ち幅とび」、中学校（女子）では、「立ち幅

とび」に課題が見られた。 

 



 

３ 豊かな心の醸成 

事業名：キャリア教育の推進 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・家庭や地域と連携して、職業・職場体験活動等を実施し、児童生徒一人ひとりの

キャリア発達を支援し、望ましい勤労観、職業観を育てる取組 

事業実績 ・児童生徒の発達段階に応じ「職業観・勤労観を育む学習プログラム」学習を展

開した。 

・小学校では「地域の施設見学」、中学校は「いろんな職業」の方を学校に招いて

意見交流をするなどの学習をおこなった。 

総合評価 小学校では校区を探検することにより「桂川町にどんな施設があるのか」、「ど

んな仕事をしているのか」知ることができた。 

中学校では、地域の人を中心に１８名の職業人を学校に招いて「なぜその職業

についたのか」「職業についての苦労話」など聞くことができ、生徒の職業観や進

路選択に変容が見られた。 

また、職場体験では、桂川町の事業所 354を中心として実施することができた。

次年度も、生徒自らが体験場所を選び、自ら交渉して実施していきたいと考えてい

る。 

 

 

事業名：学校支援地域本部事業 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・桂川町全体で幼稚園･学校を支援する仕組みを促進し、それぞれの園や学校の教

育活動に対して、学校支援コーディネーターが調整を行い、地域住民や学校支援ボ

ランティアとして派遣することで、学校教育活動の活性化とともに地域住民の生涯学

習・自己実現の推進を図る。 

事業実績 ○講話や技術指導に関する GT(ゲストティーチャー） ２６４人 

○学習補助に関する AT(アシスタントティーチャー） ４88人     

○環境・安全サポーター                       ４１８０人 

○施設等における指導                         １５０人     

 合計 ５０８２人 

総合評価 本年度も幼稚園や小･中学校で「学校支援ボランティア」を５０８２名活用すること

ができた。 

次年度も、幼稚園や学校の支援のニーズに応じられるよう、「学校」と「学校支援

ボランティア」の調整に努めたいと思う。また、学校支援ボランティア登録者の人材

バンクの整備にも努めたいと思う。 



 

事業名：セカンドスクール事業 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・総合的な学習の時間や教科の指導の一部を自然に恵まれた施設で実施 

事業実績 ・国の「学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金」を受け、７/2４～2６桂川小

学校７/２６～2８桂川東小学校「ゆのうら体験の杜」、９/１９～２１桂川中学校「社

会教育センター」を宿泊地として 2泊 3日のセカンドスクールを実施した。 

総合評価 「ふるさと学習一覧」に基づき小学校は５年生・中学校は１年生でセカンドスク

ールを実施した。学習内容は、小学校で「土師焼製作」「シーグラス製作」「勾玉

製作」を中学校では、「福祉体験」を実施した。 

  小学校は、昨年度より熱中症対策のため学級ごとに２泊とも「ゆのうら体験の

杜」で実施し、中学校は次年度、国立夜須高原青少年自然の家で活動予定であ

る。 

 

４ 幼児教育の充実 

事業名：就学前教育の推進 

 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・幼稚園教育要領に基づき、人格形成の基礎を培う就学前教育の推進 

・桂川町学校人権・同和教育推進委員会の専門委員会である「桂川町就学前人

権・同和教育推進委員会」における保育所、幼稚園、小学校、中学校と連携した活

動の展開 

・小学校との連携、地域の人・もの・ことの活用、連携・交流の推進 

事業実績 ・「就学前部会」が企画し、町内の保育所・園の５歳児交流会を行い、入学を前に

他園の子どもたちとの交流を深めることができた。 

・小学校への円滑な接続を図るために作成したアプローチカリキュラムに則って幼

小連携を進め、小学校児童との交流活動を実施した。 

・栽培活動を軸に地域の方との交流を深めた。 

・「桂川町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、桂川幼稚園の在園児を対象と

した通常の預かり保育、長期休業中の預かり保育を実施し、利用数も大幅に増え

た。 

・ホームページや園紹介のパンフレット、園だより等を活用し、町民へのＰＲを進め

た。 

総合評価 幼小連携により実施した小学校児童と幼稚園児の交流活動は、小学校生活へ

の期待や意欲を高める上で効果があると考える。５歳児と小学１年生の「かけはし

期」を充実したものとするため、子育て支援課と連携し、保育所や保育園を含め、

「かけはしプラン」の策定に着手することができた。 



 

５ 教育環境の整備 

事業名：桂川学力アップ推進講師の配置 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・町費負担による「桂川学力アップ推進講師」の配置 

事業実績 ・桂川小・桂川東小・桂川中に、それぞれ１名ずつ町雇用の学力アップ推進講師を

配置し、児童生徒の学力向上に取り組んだ。 

総合評価 小中学校ともに、習熟度別分割授業の実施することができた。また、個に応じた

学習を実施することができた。 

 

 

事業名：外国語指導助手（ALT）配置事業 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・国際的な共通語として英語によるコミュニケーション能力の育成や文化について

の体験的理解を深めることを目的として、外国語指導助手（ALT）の派遣業務委

託契約を締結し外国語活動を推進 

事業実績 ・幼稚園、小・中学校への定期的な外国語活動の実施 

総合評価 幼稚園、小・中学校での英語活動を実施することができた。外国語指導助手

（ALT）と学校の連携も図られ、外国語活動の充実が図られた。また、ALT の出身

校であるMCU（マニラセントラルユニバーシティ）と姉妹校提携を締結した。 

 

 

事業名：情報教育の推進 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・GIGA スクール構想の実現に向けて、ICT 環境の整備を図り、教員及び児童生

徒が主体的な学びを深めるためのツールとして ICT機器を活用する。 

事業実績 ・電子黒板をはじめとした ICT機器を活用した教育環境の改善 

（電子黒板設置数 桂川小学校：２０台、桂川東小学校：6台、桂川中学校：１２台） 

・校務支援システムの整備 

・ICT支援員及び GIGAスクールサポーターの配置 

・情報活用能力向上事業（県からの委託事業 ３カ年 令和4年度～令和6年度） 

・電子黒板を活用したオンラインでの英語講習（希望者のみ）を行った。 

総合評価 本格的なタブレット学習が実施され、授業での活用や持ち帰り学習を円滑に行

うためのＩＣＴ整備を図ることができた。今後も、GIGAスクール構想の実現に向け、

ICT 機器を活用した授業実践はもとより、通信速度等の環境改善に向けた取り組

みを推進する。 



 

事業名：特別支援教育支援員等の配置 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・特別支援教育支援員の配置 

・介助職員の配置 

事業実績 ・桂川小に特別支援教育支援員を１名、介助職員を 4名配置 

・桂川東小に特別教育支援員を 1名、介助職員を２名配置 

・桂川中に特別支援教育支援員を１名配置 

総合評価 配慮を要する児童生徒一人ひとりに対応するため、特別支援教育支援員等の

配置を実施することができた。 

近年、各学校での特別支援学級数が増加傾向にあるため、今後も、個々に応じ

た教育環境の構築を図っていく。 

 

 

事業名：児童生徒指導・相談体制の整備 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置 

・校内教育支援センターにおける教員の配置（桂川中学校） 

事業実績 ・スクールソーシャルワーカーを通じて、不登校児童生徒等の情報共有を密に行う

ことで、様々な支援を検討した。 

・校内教育支援センター（桂川中学校）での別室登校生徒への指導を行った。 

総合評価 スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーの配置によって、小中学校に

おける不登校の児童生徒及び不登校傾向にある児童生徒に対し、きめ細かな対

応を図ることができた。また、カウンセリングや家庭訪問を実施する中で、保護者支

援も行っている。 

 

 

事業名：少人数学級の設置 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・少人数指導（１学級を３０人程度以下の児童・生徒で編制）で、個に応じた児童

生徒指導の充実と学力向上の取組 

事業実績 ・桂川小学校に３名、桂川中学校に２名の少人数指導教員を配置 

総合評価 少人数指導を実施することにより、きめ細かな指導、学習規律及び学習意欲の

向上を図り、基礎学力の定着及び学力向上へつなげていく。 

 

 

 



 

事業名：施設・設備の充実 

担当課係 学校教育課 教務係 

事業概要 ・幼稚園・小・中学校の施設・設備の充実を図り、教育環境の改善を図る。 

事業実績 ・各学校、幼稚園の子どもたちの安全安心を確保するため、限られた予算の中で

効率的、適正な予算の執行に努めた。 

・桂川小学校防火扉交換、各学校プール設備の清掃・補修、桂川東小学校の排煙

窓改修、桂川中学校職員玄関扉交換等、設備面の大規模改修の実施 

総合評価 施設の修繕及び設備の改修を行い、学校運営に支障が無いよう、随時対応して

きた。しかしながら、施設の老朽化による改修が必要な個所も多いため、今後の個

別施設計画に基づき、改修工事等の実施に取り組む。 
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